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今月の特集の主題は胆膵内視鏡の基本手技
となる胆管カニュレーションであった。胆膵
内視鏡診断や処置を成功裏に且つ偶発症なく
遂行するために不可欠な要素である。このた
め，その成功率を上げるために多くの胆膵内
視鏡医が悩み，工夫してきた。私事ではある
が，胆管カニュレーションはもうマスターした
と思った矢先に困難例にあたり，まだまだ修
行不足と反省する日が繰り返されてきた。だ
から，胆膵内視鏡は面白いと言うのは不謹慎
ではあるが，事実である。ただ，患者さんに
責任を持つ臨床医としてはそれでは済まない。
ではどうすれば良いか。その答えがこの特集
に凝縮されている。腕をあげることは勿論大
切であるが，頭を使うことはさらに大切であ
る。これがダメなら，次はこれ，それでもダ
メなら次はこれ，といった引き出しの多さが，
経験とともに期待される胆膵内視鏡医の心得
であろう。何時，次の引き出しに手を掛ける
のか，経験と決断力の試される瞬間である。

1980 年代初め，私が ERCP を始めた時，師
匠である故 中島正継先生のカニューラと造影
剤を使った古典的胆管造影から，カニューラ
をパピロトームに換えて EST を行う手技を見
て，神様のように思えた原体験は強烈であっ
た。そのため長い間その影響を引きずり，古
典的な手法で胆管へ入らないわけがなかろう，
入るに決まっていると信じてカニュレーショ
ンを行ってきた。ガイドワイヤ法が普及して
きてもカニューラで胆管深部挿管ができるで
しょ，と思ってきた。老害と言えば正に老害
である。勿論，胆管造影に難渋する場合もあ
るが，カニューラの交換，パピロトームの使
用やプレカットなどで，95％は深部挿管可能
であると思っていた。悪魔の囁きである。こ
んなことを書くこと自体，時代についていけ
ない残念な人になったかと自問自答している。

新しく胆管カニュレーションを始められる
方は，指導者の得意な手技に偏る場合もあろ
うが，この特集を熟読して柔軟な対応ができ
るようになることを期待している。目的は時
間を無駄にすることなく，偶発症を減らし手
技を完遂することである。
具体的に対象が絞られた本特集の編集会議

は比較的穏やかに進められたと記憶してい
る。具体的な主題を前に，我が国を代表する
胆膵内視鏡医である良沢昭銘先生，安田一朗
先生，糸井隆夫先生がプランナーとなれば読
者に有用な一冊となること明らかであった。
しかも執筆者は何れ劣らぬエキスパートが名
を連ね，動画が漏れなく付いている。胆管カ
ニュレーション手技の brush up に活用できる
ものと確信している。
（京都第二赤十字病院消化器内科　安田健治朗）
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